
広報誌などから旧市史＜岡谷市史下巻1982(昭和57)年刊行.編年：昭和20年～昭和53年＞以降の岡谷市政を
中心に、テーマを設けてシリーズとして拾っています。今回は「温泉・公衆浴場」です。

西暦 元号 月 岡 谷 市 政 の お も な で き ご と

1988 昭和63 12 会社役員の野口誧 一氏が岡谷市に温泉を譲渡
ひろいち

1989 平成 1 4 温泉事業を開始

1990 平成 2 3 諏訪湖畔で掘り当てた温泉の名前を「岡谷温泉」と決定

1990 平成 2 3 温泉スタンドが完成

1990 平成 2 4 社会保険庁が建設した長野保健福祉センター
「ヘルシーパル岡谷」に岡谷温泉を給湯開始

1990 平成 2 11 諏訪湖ハイツに展望大浴場が完成

1990 平成 2 11 屋内水泳プール採暖室に岡谷温泉を利用した浴槽が完成

1995 平成 7 8 岡谷健康福祉施設「ロマネット」オープン

2004 平成16 4 「ロマネット」リニューアルオープン

2006 平成18 9 「ヘルシーパル岡谷」閉鎖

2007 平成19 12 民間の温泉デイサービス「湯けむり」に
岡谷温泉を給湯開始

2016 平成28 3 市内唯一の公衆浴場「東の湯」（岡谷市川岸中）
閉場により、公衆浴場への補助事業終了

2020 令和 2 3 岡谷市温泉事業経営戦略を策定

2021 令和 3 12 諏訪湖サイクリングロード整備事業
に伴い、温泉スタンドを移設

」

覧古考新 : 古い事柄を顧みて、新しい問題を考察すること
～岡谷の歴史を深く思い、岡谷の今を重ね、岡谷の未来が拓けるような新しい市史をめざして～
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温泉掘削成功の様子を伝える
当時の新聞記事（一部）

大正末期には、牛車によって
収集してきた塵埃中食料の残り
かすは養豚の飼料に用い、可燃
物は焼却しその火熱を利用して
公衆浴場を経営していた。
（岡谷市史-中巻P.920より）
平野村時代から40年にわた

って経営されていた岡谷市営屠
場（とじょう）は昭和42年に
閉鎖され、跡地は「諏訪湖ハイ
ツ」の用地となった。
（岡谷市史-下巻P.757より）

銭湯 あのころ

↑源泉地写真：２０２４年 市史編さん室

平成２５年に閉場の公衆浴場 「富士之湯」 （岡谷市大栄町） 写真：岡谷市大栄町 増沢 明弘氏 提供

撮影年月日：左=平成25年4月28日、中上=左写真と同日、中下=平成25年4月30日、右=平成25年6月10日

どこか懐かしい味
風呂上がりに親に買って
もらった 「瓶牛乳」
美味しかったなあ

この壁絵になる
前は、壁に水槽が
組み込まれてい
て、金魚が泳いで
いたそうです。

大人 380円 12才以上
中人 150円 6才以上
小人 70円 6才未満

入浴料金は県の
告示で定められ
ていました

新聞記事・右写真出典：「岡谷市民新聞」 昭和61年6月13日 発行 第1面
㈱岡谷市民新聞社提供

公衆浴場は明治後半頃から
始まったと思われる。



市内公衆浴場数（軒）の推移

昭和 5 年 19 上諏訪温泉の代表的な源泉 の

「七ッ釜源泉」地図記号は

昭和10 年 21 ところが、現在の温泉記号は

実はこの地図、平成元年版

昭和32 年 16 2.5万分の1「岡谷市全図」(一部)

で、 は平成14年からの使用

昭和40 年 19 だからです。
国土地理院によれば、温泉・

昭和49 年 9 鉱泉の地図記号は、泉源の湯壺
と湯けむりを組み合わせたもので、明治以来いく度も形を変え

昭和51 年 8 てきました。

平成16 年 4

平成17 年 3
← 出典：「銭湯関係者聞き取り調査」p42.43

平成17年の3軒：富士之湯、岡谷浴場、東の湯 2005(平成17)年 岡谷市教育委員会生涯学習課

「ロマネット」玄関前のモニュメント 「岡谷健康福祉施設 ロマネット」 岡谷温泉源泉
ここから各施設に分湯

「岡谷市民屋内水泳プール」

「温泉デイサービス 湯けむり」

「おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）」（屋内浴場と足湯）

岡谷温泉の利用

諏訪湖

0 100m

「岡谷温泉誕生の碑」
温泉掘削者
野口誧一氏を顕彰

一日あたり利用者数（人）
平成３０年度 ８５１．１
令和 ２年度 ５８４．０
令和 ４年度 ７２４．９

「令和２年度・４年度 指定管理者の

適正管理に関する調査表」より

「岡谷温泉スタンド」

写真８枚：２０２４年 市史編さん室撮影

１００円／２００リットル
１５０円／３００リットル
専用メタルを投入して
ホースで給湯

足湯は遠足途
中の小学生に
も人気

地図：２０２０（令和２）年 岡谷市都市計画基本図 １／２５００ （部分複写）

横河川

地図記号ひと口メモ
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公衆浴場廃業の理由

① 家庭風呂の増加

② 施設の老朽化、
燃料の高騰、人手不足

③ 物価統制令の規制により、
入浴料金の自由な値上げが
できない。

④ 近隣の温泉地の低入浴料金

⑤ 高齢者が無料で利用できる
社会福祉センターの利用者
が増加


